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序ヴィクトリア朝時代, ユダヤ人は反ユダヤ感情に基づいた差別に日々さ
らされていた｡ 当時のユダヤ人共同体は, それを構成する人の人数こそ少
なかったが, その歴史は長かった｡ 1868年に首相になったベンジャミン・
ディズレーリ (Benjamin Disraeli, 180481) をはじめ多くがイギリス社会
に同化していた｡ ディズレーリの場合は, キリスト教に改宗して同化しよ
うとした｡ ディスレーリは, ユダヤ教で成人式を迎える13歳の直前に彼の
父親の方針で英国国教会に入った｡ そうでなければ, 政治家にもなれなかっ
た｡ 一方で, ユダヤ教の信仰を貫いた者たちは異端者の烙印を押されるこ
ととなった｡ 社会の中では, 宝飾品類の商売やあらゆる種類の中古品の商
いはもとより, 金融業界でもユダヤ人は大いに活躍していた｡ 商業界では
規模の小さい古着販売市場も彼らの独占状態にあったので, ユダヤ人呼び
売り商人の ｢古着だよ！｣ という掛け声は当時のロンドンの街角でよく耳
にされた｡ 1837年の国会議員選挙に立候補したディズレーリに向かって飛
んだ野次が, ｢シャイロック｣ と ｢古着｣ だったことを思い起こしておき
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たい (パターソン 68)｡ チャールズ・ディケンズ (Charles Dickens, 1812
70) の Oliver Twist (183739) にもこの時代の世相が反映されていて, フェ
イギン (Fagin) はやはりシャイロックの流れを汲む登場人物と考えられ
る｡
このように多くの人々は, ユダヤ人に対して良くない印象を持っていた
が, ジョージ・エリオット (George Eliot, 181980) の場合はどうであろ
うか｡ 彼女は, Daniel Deronda (1876) においてユダヤ人とユダヤ教を取
り扱っている1)｡ ジョン・リグナル ( John Rignall) は, ｢デロンダが自身
のルーツ, 愛, 天職を見つけるユダヤ人の文化と比べると, デロンダが育
てられ, 彼がグレンドレン・ハーレス (Gwendolen Harleth) と出会う上
流階級の世界には, 実のところ精神的空虚さがある｣ と述べている
(Rignall xvii)｡ 作品において２つの世界には大きな隔たりがある｡ デロン
ダは, 自身のルーツを探る過程において, 一方グエンドレンは, 結婚を通
して, 上流階級の世界の空虚さに気づく｡ 両者の接触を通して, エリオッ
トは何を示そうとしたのであろうか｡
本論文では Daniel Derondaにおけるデロンダとグエンドレンの関係性
を探り, デロンダのグエンドレンへの精神的感化がいかなるものか, また,
彼がユダヤ教をどのように理解していくのかについて考察したい｡
１. グエンドレンの自意識
ティム・ドリン (Tim Dolin) は, ｢Daniel Derondaは, エリオットが並
外れた女性 優れた才能に恵まれ, 妻や母になることよりも, 自分の才
能を追い求めようとした女性 に焦点を置いた唯一の小説である｣ と述
べている (ドリン 245)｡ 作品の最初エリオットは, 賭博に夢中になって
いるグエンドレンを描いている｡ 彼女は海緑色のゆるやかな服を着, 銀色
の装身具を身に付けていて, 銀の留め金でとめた淡い海緑色の羽飾りが,
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緑色の帽子から垂れて薄鳶色の髪の毛を覆っているといった様子で現れる｡
グエンドレンを見たデロンダは, ｢あの人は美人なのか？美人ではないの
か？あの目の動きに力強いものがあるのは, 形に, あるいは表情に, なに
か秘密があるのか？｣ (5) と好奇心を抱く2)｡ 一方で ｢あの目の輝きを支
配するのは善の霊なのか, 悪の霊なのか｡ おそらく悪の霊なのだろう｣
(5) と考える｡ このようなグエンドレンに関するデロンダの心の中の疑問
によって, エリオットは二人の関係性に読者の注意を引き付けている｡
母親ファニー・ダヴィロー (Fanny Davilow) から帰国を促す手紙を受
け取ったグエンドレンは, もう一日だけ滞在して, もう一度ルーレット台
に向かうことをやめる｡ グエンドレンが賭博をやめたのは, 母親から帰国
を促されたからだけでなく, デロンダの目を意識したからでもあった｡ 幸
運に見放されたグエンドレンを見るデロンダの目は, その後も効力を持つ｡
K・M・ニュートン (K. M. Newton) は, ｢グエンドレンは, 小説の主要
な敗者であり繰り返し賭け事をし, 繰り返し負ける｣ と述べている
(Newton 305)｡ グエンドレンの賭け事は, ルーレットだけでなく, 結婚
も含めて考えられる｡ なぜなら, 作品においてエリオットはグエンドレン
の結婚へ至るまでの意識をも描き出しているからである｡
エリオットは, グエンドレンの結婚に対する考えを ｢彼女は結婚生活を
観察するにつれて, 結婚とはどちらかといえばわびしい状態だと考えるよ
うになってしまった｣ (36) と説明している｡ グエンドレンは, ｢結婚すれ
ば女は自分のしたいことはできないし, 子供は欲しい数より余計できるの
で, 結局自分は愚鈍になり, とり返しのできない平凡な生活に埋没してし
まう｣ (36) と思うことから, そのような考えとなったのであった｡ ｢結婚
は女にとってただ一つの幸福な状態よ｣ (26) と言う母親に対し, グエン
ドレンは ｢もし幸福な結婚でなかったら, わたし我慢なんかするものです
か｣ (26) と言う｡ フランス語と音楽に関してはそこそこの自信があるの
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で, グエンドレンには家庭教師になる道もある｡ ウォンチェスター
(Wanchester) からピアノが届いたので, グエンドレンは弾奏したり, 独
唱したりして, 一座の喝采を博するが, どこといって特徴のない, 穏やか
な顔立ちのミス・アローポイント (Miss Arrowpoint) のピアノの卓越し
た演奏ぶりに, 自分の腕前などものの数ではないと思い知らされる｡
注目に値することは, ミス・アローポイントが資産家の娘であっても愛
嬌があって, 気取りがないのに, グエンドレンの方がずっと社交界の重要
人物らしく見えることである｡ ディアドレ・デイヴィッド (Deirdre
David) は, ｢小説を通してグエンドレンは, 自分の経験, 環境, 周囲の人
を支配する意志のある, 上流中産階級の女性として振舞う｣ と述べている
(David 138)｡ デイヴィッドの指摘するグエンドレンの振舞いは, 彼女の
自意識によるものである｡ それはエリオットが ｢自分は並の女ではないと
感じられることが, 彼女には嬉しかったのである｣ (49) と説明している
ことからも明らかである｡ レックス (Rex) に ｢いったい, 君は何をした
いの？｣ (65) と聞かれたグエンドレンは, ｢北極点へ行こうかしら？それ
とも障害物競争をしようかしら？それともレイディ・ヘスター・スタナッ
プ (Lady Hester Stanhope, 17761839) のように東洋へ行って女王になろ
うかしら？｣ (65) と答える｡ レイディ・ヘスター・スタナップとは, ウィ
リアム・ピット (William Pitt, 17591806) の姪であり3), 信頼できる話相
手であった｡ 彼女は, ウィリアムの死後, 王室の年金を受け取り, 1810年
中東へと旅立ち, 1814年マウント・レバノン (Mount Lebanon) に居を定
めた｡ そこで彼女は地元の人々を支配下に置いた｡ レイディ・ヘスター・
スタナップの例は, グエンドレンがまねのできない女性の自立の例である｡
ナンシー・ヘンリー (Nancy Henry) は, ｢元気のよい知的な女性は, 結
婚か家庭教師に身を投じるべく選択しなければならなかった｣ と述べてい
るが (Henry 95), 自立した女性になれなくともレイディ・ヘスター・ス
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タナップの名を持ち出すことにより, グエンドレンには自立した女性にな
り周囲の人を支配したいという願望が見られる4)｡
このようなグエンドレンの前に現れるのが, マリンジャー・グランコー
ト (Mallinger Grandcourt) である｡ ディプロー (Diplow) 近辺に流れた
噂について, エリオットは次のように書いている｡
The news was that Diplow Hall, Sir Hugo Mallinger’s place, which had
for a couple of years turned its white window-shutters in a painfully well-
eyed manner on its fine elms and beeches, its lilied pool and grassy acres
specked with deer, was being prepared for a tenant, and was for the rest
of the summer and through the hunting season to be inhabited in a fitting
style both as to house and stable. But not by Sir Hugo himself : by his
nephew Mr Mallinger Grandcourt, who was presumptive heir to the
baronetcy, his uncle’s marriage having produced nothing but girls. (85)
その噂というのは, サー・ヒューゴー・マリンジャーの邸宅であるディ
プロー屋敷は, この２年間, 白い鎧戸を閉め切った窓々を, 痛々しくも角
膜の白濁した目であるかのように, 地所内のニレやブナの木々に水蓮の咲
く池に, あちこちに鹿の遊ぶ広大な草地に向けていたのであるが, 住む人
ができたので, その準備にとりかかり, この夏の終わりとそれに続く狩猟
期間中, 母屋も厩舎もしかるべく体裁を整えて住めるようになる, という
のである｡ しかしここに住むのはサー・ヒューゴーその人ではなく, 甥の
マリンジャー・グランコート氏である｡ 伯父には娘だけで男の子がないの
で, 彼が準男爵の推定相続人になっていた｡
このように書いた後で, エリオットは, ｢もしマリンジャー・グランコー
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ト氏が準男爵か男爵になれば, 彼の妻はその称号のお裾分けにあずかるわ
けである｣ (85) と説明している｡ 注目に値することは, 牧師であるギャ
スコイン (Gascoigne) 氏がグエンドレンとグランコートの結婚について,
｢もし神がおまえに力と地位を提供してくださるなら―特におまえの気に
入らない条件に妨げられないときにだね―おまえの進む道は責任のある道
なんだから, そこへ気紛れが入ってはならんのだよ｣ (135) と肯定的に考
えていることである｡ そして, ｢結婚は女にとって唯一の真実で満足のい
く領域なんだよ, だからグランコート氏と結婚しようと, めでたく心が決
まるならば, 地位についても, 資産についても, おまえの能力は一段と増
すことだろう｣ (136) と世界一般の見解を述べている｡
エリオットは, このようにグエンドレンを取り巻く世界を描く一方で,
ダニエルを取り巻く世界をも平行して描いている｡ ダニエルを実子の如く
愛するサー・ヒューゴー (Sir Hugo) は, ダニエルの教育に関して, ｢イー
トンへ行ってもらいたいんだよ｡ イギリスの紳士が受ける教育を受けさせ
たいのでね｡ そのためには大学への準備としてパブリック・スクールで勉
強しなければならないのだよ｡ そう, ケンブリッジへ行ってもらいたいね,
あそこは私の母校なんだよ｣ (165) と言い, ダニエルがエリート・コース
を進むことを望んでいる｡
サー・ヒューゴーの期待通りエリート・コースを進んでいたダニエルで
はあるが, マイラー・ラピドス (Mirah Lapidoth) と出会い, ユダヤ人及
び彼らの歴史に関心を持つようになる｡ マイラーは, 母親の影響でユダヤ
教に親しむようになる｡ 一方, 彼女の父親はニューヨークへ来てからユダ
ヤ教に従わなくなる｡ そして, マイラーにユダヤ教について知らせたがら
ない｡ しかし, 母親の膝に抱かれて, 礼拝席の前の柵から中をのぞいてみ
たり, 詩篇の詠唱や聖歌を聞いたのを覚えていたマイラーは, 礼拝に行き
たくなる｡ 大家のおばさんがユダヤ人で自分の宗教を守っていたので, マ
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イラーは, シナゴーグへ連れて行って欲しいと頼み, 彼女の祈祷書と聖書
を借りて読む｡ 母親を近くに感じるためユダヤ教に親しむようになったマ
イラーであったが, 父親とともにハンブルグ (Hamburg) へ行くとき船の
中である紳士が, 父親について, ｢あの男も抜け目のないユダヤ人なんだ
―ごろつきに決まっている｡ 男は悪賢くて, 女は美人という点ではあの人
種に限る｡ どの方面へあの娘を売るつもりかな？｣ (206) と言っているの
を聞く｡ これを聞いたとき, マイラーは, ｢私の一生は, ユダヤ人の女に
生まれたために不幸なんだ, 死ぬまでいつでも世間から軽蔑され, ユダヤ
人という名で批判されなければならない, でもそれを我慢しなければなら
ない｣ (206) と悟る｡ レディ・マリンジャー (Lady Mallinger) は, マイ
ラーについて, ユダヤ人改宗協会というのがあるので, 彼女がキリスト教
を奉じるようになればよいと言う｡ デロンダの周囲の世界は, キリスト教
を正当な宗教と考えているので, 当然ユダヤ教を異端と見なしている｡
グエンドレンの周囲の世界もまたキリスト教を正当な宗教と考えている｡
かつて, ルーレットでの勝負の後, ４ルイしか財布になかったので, 彼女
は, 質屋にネックレスを持っていき金に変える｡ この際の質屋についてエ
リオットは, ｢ああいうユダヤ人の質屋は勝負に負けたキリスト教徒と見
れば, このように情け容赦もなく弱みにつけ込むのである｣ (17) と説明
している｡ この箇所には, ユダヤ人に対する偏見がイギリス人の中にある
ことが感じられる｡ デロンダは, 質屋に入れられたネックレスを買い戻し,
グエンドレンに届ける｡ ｢ミス・ハーレスのネックレスを見つけた行きず
りの者がお届けします｡ 二度とこれを失うことをなさらないように｣ (17)
と書かれた紙片を見, グエンドレンは自尊心を傷つけられる｡ 彼女は,
｢許しがたい勝手なまねをして, こんないまいましい立場に立たせるとは
なんということだ｣ (18), ｢手に負えぬ屈辱に巻き込んでいるのを彼は十
分承知しているのだ｡ つまり先とは別なやり方で皮肉な笑顔を向け, 横柄
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な教師づらをしているのだ｣ (18) と感じる｡
このことは, キリスト教徒であるグエンドレンが不当にも咎められたと
感じているだけでなく, 心理的に追い詰められていることをも示している｡
一方で, デロンダは, 最初ユダヤ人に関心がなかったが, ユダヤ人の兄
妹, モーデカイ (Mardecai) とマイラーと親しくつき合うことによって,
ユダヤ人及び彼らの歴史に興味を覚えるようになった｡ キリスト教徒であ
るグエンドレンに屈辱を感じさせたデロンダは, ユダヤ人と接する中で何
を感じるのであろうか｡ 作品においてグエンドレンの結婚に関するプロッ
トとデロンダのユダヤ人との関わりに関するプロットが並行して進んでい
く｡ このことについて次に考えてみたい｡
２. グエンドレンの結婚に関するプロットと
デロンダのユダヤ人との関わりに関するプロット
グランコートとの結婚について意識するようになったグエンドレンは,
彼との結婚を愛情を問題にして考えることはない｡ 周囲でも両者の結婚に
ついて愛情を問題にして考えていない｡ とりわけ牧師ギャスコイン氏は,
グランコートの財産・不動産を問題としている｡
‘Gadsmere, I believe, is a secondary place,’ said Mr Gascoigne ; ‘But
Ryelands I know to be one of our finest seats. The park is extensive and
the woods of a very valuable order. The house was built by Inigo Jones,
and the ceilings are painted in the Italian style. The estate is said to be
worth twelve thousand a-year, and there are two livings, one a rectory, in
the gift of the Grancourts. There may be some burthens on the land.
Still, Mr Grandcourt was an only child.’ (296)
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｢ギャッズミア邸はたしかに二流どころの屋敷だが, ライランズ邸
は, 私の知るところでは, この辺ではとびきりみごとな邸宅の一つで
すよ｡ 荘園は広いし, 森林の質は金に見積もれば大したものです｡ 建
物はイニゴウ・ジョーンズが建てたもので, 天井にはイタリア風の絵
が描いてある｡ 地所は年に１万２千ポンドの価値があると言われてい
るのです｡ そして聖職禄が二つあって, 一つは教区牧師の収入ですが,
贈与権はグランコート家にあるのです｡ 地所の税をいくらか負担しな
ければならないかもしれないが｡ それにしてもグランコートさんはひ
とり息子だったのです｣
このようなギャスコイン氏や彼の妻の考え方にグエンドレンも影響を受
け, グランコートとの結婚について, ｢あこがれ求める華麗な身分, 結婚
すれば自分のためにつくり出せると夢想する自由, 娘時代の無意味な退屈
からの解散―全てはすぐ目の前にあるのだ｣ (29798) と考える｡ 注目に
値することは, このような考え方の持ち主がキリスト教を中心とした世界
の住人であることだ｡
トマス・アルブレヒト (Thomas Albrecht) が指摘しているように, イ
ギリスの紳士として育てられたデロンダは, 後に彼のユダヤ人の先祖を発
見し, ユダヤ教を受け入れ, 友人のユダヤ人のため政治的活動に献身する
ことを決断する (Albrecht 390)｡ このようなデロンダの目を開かせたのが
マイラーである｡ エリオットは, デロンダの変化を次のように説明してい
る｡
Not only the Meyricks, whose various knowledge had been acquired by
the irregular foraging to which clever girls have usually been reduced, but
Deronda himself, with all his masculine instruction, had been roused by
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this apparition of Mirah to the consciousness of knowing hardly anything
about modern Judaism or the inner Jewish history. The Chosen People
have been commonly treated as a people chosen for the sake of somebody
else ; and their thinking as something (no matter exactly what) that ought
to have been entirely otherwise ; and Deronda, like his neighbours, had
regarded Judaism as a sort of eccentric fossilised form which an accom-
plished man might dispense with studying, and leave to specialists. But
Mirah, with her terrified flight from one parent, and her yearning after the
other, had flashed on him the hitherto neglected reality that Judaism was
something still throbbing in human lives, still making for them the only
conceivable vesture of the world ; . . . (347)
メイリック家の人々の多方面にわたる知識は, 頭のよい娘たちなら
たいていはそうならないわけにはいかないのだが, 秩序も系統もなく
掻き集めた雑多なものであった, だが彼女たちばかりでなくデロンダ
までが, 男性としての教育を受けていたにもかかわらず, マイラーに
出会ってはじめて, 自分が現代のユダヤ教, あるいはユダヤ人の精神
史についてほとんど無知であることに気付いたのである｡ いわゆる神
の選びたまいし民 (ユダヤ人) は誰か他のひとの利益をはかるために
選ばれた民として扱われてきたのがふつうであるし, 彼らのものの考
え方は, その実体がなんであるにもせよ, 当然まったく種類の違った
ものであるとされてきた｡ そしてデロンダも周囲の者と同じように,
ユダヤ教を一種の常軌を逸した, 化石化したものと見なし, 教養ある
者なら, みずから研究する手数を省いて, 専門家にまかせるかもしれ
ないと考えていたのであった｡ しかし, 父を恐れて危険な逃亡を企て,
母を恋い慕っているマイラーは, 彼がこれまでに見落としていた現実
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に, すなわち, ユダヤ教は人間の生活のなかにいまでも脈打っている
なにものかであって, 彼らが生きてゆくうえに着るべき世界で唯一と
考えられる衣となっていることに, 彼の目を開かせたのであった｡...
1850年代の新聞記事は, 全世界で４百万人から５百万人のユダヤ教徒が
いたことを示している (The Times : 7 January 1850)｡ 一方で1885年の新
聞記事は, ６百37万７千602人のユダヤ教徒がいたことを示している (The
New York Times : 17 October 1885)｡ このことは, ユダヤ教徒の増加を示
しているが, ユダヤ人に対する偏見は, 長く続いていたと思われる｡ マイ
ラーは, 父親と自分がキリスト教徒に混じってキリスト教徒がするように
暮らしていたことをデロンダに言う｡ さらに, ｢ユダヤ人が食べ物や全て
のしきたりについて厳しいのを, またユダヤ人がキリスト教徒を好まない
のを, 父があざ笑うのを見たことがあります｣ (355) と言う5)｡ このこと
は, マイラーの父親がユダヤ人に対して反感を抱いていることを示してい
る｡ しかし, 娘のマイラーは, ユダヤ人としてのアイデンティティを守り
続ける｡ それは, 彼女のメイリック (Meyrick) 夫人への ｢私は, いつで
もユダヤ人でいるつもりです｡ キリスト教徒たちがあなたのように良い人
たちなら, 私はキリスト教徒を愛します｡ でも, 私は自分と同じ民族にい
つでもすがります｡ いつでもその人たちと一緒に神を拝みます｣ (360) と
いう言葉からも明らかである｡
マイラーの兄であり, 貧しいユダヤ人の労働者であるモーデカイ
(Mordecai) は, ユダヤの国家としての再興を念願し, この理想の実現者
をデロンダに見る｡ モーデカイのモデルは, エリオットの友人エマニュエ
ル・ドイッチュ (Emanuel Deutsch, 182373) であると考えられている｡
エリオットのユダヤ人の民族主義という考えについての関心は, ドイッチュ
との友情によるものである｡ シレジア (Silesia) で生まれたドイッチュは,
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ラビであるおじに教育を受け6), 大英博物館で本の目録作成者として働く
ため, 1855年ロンドンに来る前, ベルリンで教育を受けた｡ エリオットは,
1866年, フレデリック・レーマンズ (Frederick Lehmanns) の家で彼に会っ
た｡ エリオットは, ドイッチュと友情を結び, 彼からヘブライ語を学ぶよ
うになった｡ ドイッチュは, オーソドックスなユダヤ教徒やキリスト教徒
にショックを与えるような多くの考えを持っていた (Haight 469)7)｡
エリオットは, ドイッチュをモデルとしたモーデカイを彼を同居させる
ユダヤ人の質屋エズラ・コーエン (Ezra Cohen) とは異なる種類の人間で
あることを示している｡ なぜならば, エリオットは, エズラ・コーエンを
｢殉教者の崇高な悲哀を身にまとっているわけではない｡ ユダヤ人の強欲
は, 離散した長い年月の間に, 他に類のない腹立たしいまでの成功を収め
た｡ コーエンの金儲けの好みもそのような成功に恵まれているらしい｣
(498) と表現する一方で, 貧しい労働者モーデカイがユダヤの国家として
の再興を念願する姿を描きだしているからである｡
ドイッチュの考えをモーデカイの言葉にうかがうことができる｡ モーデ
カイは, ｢わしが言うのは, 誰もみな, 自分が軽蔑する兄弟関係や遺産か
らは遠ざかっておれ, ということだ｡ わしらの民族は, ケルト人がサクソ
ン人と混血したように, キリスト教徒と混血してきたのが何千何万もいる
のだ｣ (5089) と言う｡ モーデカイの言葉には, キリスト教に席巻されな
がらもユダヤ教を守っていくのだという誇りが感じられる｡ また, モーデ
カイは, ｢10支族 (古代イスラエル人の支族) があとかたもなくなってい
ることや, ユダヤ人の子孫の大多数が, 川と川とが合流するように, キリ
スト教徒と混血してしまったことは, わしにはどうでもよいことなのだ｣
(515) と言いながらも, ｢今でもわが民族を見よ｡ 彼らの裾は広く拡がっ
ている｣ (515) とユダヤ民族が生きのびていることを主張している｡ 彼は,
偏見にさらされながらも, 富裕なる者, 商業界の王者, 全ての知識に通じ
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た学者, あらゆる技術に巧みな者, 弁論家, 政治家の中にヘブライ人の血
が流れていることを主張している｡ そして ｢彼らに 『われらは一つの規範
を高く掲げよう, モーセやエズラがなした難事業のごとく8), 困難ではあ
るが栄光ある労苦に結合するのだ｡ この労苦がわれらの祖先を離散に耐え
させ, 安易な偽りを拒否させた長い年月の苦難に尊い実を結ばせたのだ』
と言わせるがいい｣ (51516) と言っている｡
このようなモーデカイに接するデロンダは, ユダヤ民族についての目撃
者であり, モーデカイに精神的後継者としての役割を託されている｡ 見落
としてはならないことは, かつてグエンドレンから ｢私が賭博をするのは
よくないとお考えになるのは, どうしてなのか, 知りたいのです｣ (322)
と疑問をぶつけられたとき, デロンダが ｢片方は金をなくしたのを痛切に
感じているのに, もう片方は山のような金をかき集めて内心ほくそ笑んで
いるというのは, ぼくに何か反感を起こさせるものがあるのです｣ (322)
と答えることである｡ 二人の対話は, 賭博をすることだけに限られず, グ
エンドレンの結婚や, キリスト教徒とユダヤ教徒の公平性についても敷衍
して考えることができるのではなかろうか｡ かつてルーレットで負けたグ
エンドレンのネックレスは, デロンダが買い戻さなければ, ユダヤ人の質
屋の餌食になるところであった｡ 彼女は, 最初の負けを取り戻すかのよう
な結婚をするが, 果たして本当に負けを取り戻したことになるのであろう
か｡ このような推察の余地をエリオットは与えている｡ 次にグエンドレン
の結婚の末路とデロンダのその後について考えてみたい｡
３. デロンダのグエンドレンへの影響
グエンドレンは, デロンダが彼女のことを考えている以上に, 彼のこと
を考えている｡ 彼女は, ｢あなたは他の人たちにもっと関心を持ち, もっ
と多くのことを知らなければなりません｡ そして最も望ましいことに気を
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遣わなければなりません｣ (527) とデロンダに言われたことを思い出す｡
このように言われた彼女にとって, デロンダの人生が歴史の中で苦しんだ
ユダヤ人と密接な関係を持つことになろうとは, 思いもつかぬことであっ
た｡
初めて妻とともにロンドンに滞在することとなったグランコートは, 豪
華な歓迎会に招かれ, 人目を引く乗馬や馬車での遠出をし, 特別な儀式や
祝宴の全てに妻同伴で出席するようになる｡ 彼は, 妻が一座の注目の的に
なるのを望むが, デロンダを意識するときの妻の仕草を好まない｡ ｢人な
かできょろきょろ人を探したり, 癇癪を起こしたりすることほど女をぶざ
まに見せるものはない｣ (564) とグランコートが言っていることから, デ
ロンダのグエンドレンへの影響力は相当なものであると言っていい｡ グエ
ンドレンは, ロイブロン (Leubronn) で賭博にうつつを抜かしていたと
き, 初めてデロンダに会って以来, 内心を見透かされているのではないか
という恐れに囚われている｡ このような恐れは, グランコートと結婚した
後にも彼女につきまとっている｡ なぜなら, 彼女は, デロンダが ｢自分が
グランコートの妻になり領地の未来のあるじを自覚して得意になっている
と見て軽蔑しているのではないか｣ (399) と思うからである｡ エリオット
は, グエンドレンの状態を ｢彼 (デロンダ) は彼女 (グエンドレン) の良
心の一部になりかけていた｣ (399) と説明している｡
グエンドレンに ｢あなたは他の人たちにもっと関心を持ち, もっと多く
のことを知らなければなりません｣ (527) と言ったデロンダは, モーデカ
イこそマイラーの実の兄であることを知る｡ この不思議な縁に導かれるか
のように, デロンダの出自も明らかとなる｡ 彼は, ジェノヴァで母親であ
るエバースタイン (Eberstein) 伯爵夫人と会う｡ 彼の母親は, 高名なユ
ダヤ人の歌手兼女優で, 父親との確執から自分に流れるユダヤの血を嫌い,
デロンダをサー・ヒューゴーに預けて, イギリス人として育てさせたので
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あった｡ 彼女は, ｢私は父の宗教をあの頃嫌ったのと変わりなく, 今も嫌っ
ています｡ 再婚する前に私は洗礼を受けました｡ 自分の周囲の人たちと同
じようにしたのです｡ そうする権利があったのです｣ (613) と言うだけで
なく, ｢私は獣のように自分と同じ仲間と同じ行動をする義務はなかった
のです｡ 私は後悔していませんよ｣ (613) とまで言う｡ このような言葉は,
デロンダの母親がキリスト教を中心とした社会に溶けこむため, ユダヤ教
を捨てたことを示している｡ このように処世のため彼女がユダヤ教を捨て
た背景には, 人々のユダヤ人に対する偏見があることは疑いない｡
一方で, 牧師のギャスコイン氏や彼の妻の考え方に影響を受けたグエン
ドレンのその後もエリオットは示している｡ ジェノヴァでの帆船遊びの際,
船上で恐ろしいことが起こる｡ 突風にあおられた帆に打たれたグランドコー
トが海に落ち, グエンドレンの目の前で溺死してしまう｡ 取り乱したグエ
ンドレンは海に飛びこむが, 助け上げられる｡ グエンドレンは, デロンダ
に, ｢私は心の中で, 確かに, あの人を殺しました｣ (670), ｢私はロープ
を握っていました―いけない, また浮き上がりました―水の上にあの人の
顔が｣ (670), ｢私の心は, 『死んでしまえ』 と言いました｣ (670) と自身
の心の状態を告白する｡ 心の中で殺人を犯したことを白状するグエンドレ
ンに対し, デロンダは, 誰も彼女に懲罰を与えるものはないと罪の意識に
さいなまれる彼女を慰める｡
ところで, モーデカイがマイラーにするキリスト教徒の王を非常に愛し
たユダヤ娘の話は, 注目に値する9)｡ ユダヤ娘は牢に入って, そこに囚わ
れていた王に愛されている女と着物をとりかえる｡ それは, 自分がその女
の身代わりに死んで, 女を牢から出すためであって, また, 自分を愛して
はくれなかったが, 他の人を愛した王を幸福にするためであった｡ モーデ
カイは, ｢愛することを目標として己を捨てる, これが至高の愛なのだよ｣
(708) と言う10)｡
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モーデカイによるユダヤ娘の話は, キリスト教徒とユダヤ人が愛情でもっ
て境界線を超える話である｡ グエンドレンとデロンダにも境界線を超える
愛情が見られる11)｡ ハンス (Hans) が確信しているように, 両者の間には
｢真面目な愛情がある｣ (702) のだが, 両者は結婚には到らない｡ デロン
ダは, マイラーと結婚するからである｡ 彼らはユダヤ教の儀式に則って結
婚式を挙げる｡
作品は, 自身のルーツを知ったデロンダが, それにふさわしい相手と結
婚する物語である一方, 彼とグエンドレンとの心の交流をも示している｡
そして重要なことは, 婚礼の朝ディプローの近郊から届いた手紙をエリオッ
トが ｢黄金や宝石にまさる貴重なもの｣ (780) と表現していることだ｡ こ
の手紙の中で, グエンドレンは, ｢女の中で最も良い人間の一人になるた
めに, 他の人たちに生まれてきた甲斐があったと思ってもらうために, 生
きてまいります｣ (780) と自身の決意を述べているだけでなく, ｢私は自
分のことばかり考えていました｣ (780) と反省的態度を示している｡ この
ことから, エリオットがデロンダがグエンドレンとの関係で生き方を変え
させるような影響を与えたことを示していることは明らかである｡
結び
以上, Daniel Derondaにおけるデロンダとグエンドレンの関係性を探り,
デロンダのグエンドレンの精神的感化がいかなるものか, またデロンダが
ユダヤ教をどのように理解していくのかについて考察してきた｡ 最初, デ
ロンダは紳士としてのエリート・コースを期待されていたし, グエンドレ
ンも財産と身分を保証する結婚を期待されてきた｡ 物語は, デロンダがユ
ダヤ人の兄妹と関わりを持ち, 自身のユダヤ人としてのアイデンティティ
を認識することにより, デロンダ (ユダヤ人) から見た, グエンドレンの
世界, すなわち, キリスト教を中心とした世界という構図を帯びる｡ 最初,
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賭博にうつつを抜かしているデロンダのグエンドレンへの視線は, この構
図を考慮に入れたときに意味を持つ｡ 牧師であるギャスコイン氏やその妻
は, 財産, 不動産などを基準に結婚を考えていて, グエンドレンもそういっ
た考え方を当然と考えグランコートと結婚するが, 作品全体を見るとき,
デロンダのグエンドレンへの批判的視線が感じられる｡
ディアドレ・デイヴィッドは, ｢グエンドレンは能動的であり, デロン
ダは受動的である｡ グエンドレンはギャンブルをし, デロンダは夢を見る｡
デロンダがグエンドレンについて考えていることは, グエンドレンがデロ
ンダについて考えている以上に, 心理的変化のより強力な動因となる｣ と
述べている (David 137)｡ デイヴィッドが指摘しているように, デロンダ
がグエンドレンについて考えていることは, 彼女に多大な影響を及ぼすが,
最終的には彼女の生き方を変えるに至るほどの影響を与えることにエリオッ
トの意図が窺える｡ キリスト教を中心とする世界にあえて疑問を呈してい
るように思われるのだ｡ それだけでなく, エリオットは, デロンダとマイ
ラーとの交わりを通してユダヤ教にも理解を示しているように思われる12)｡
新約聖書にエリオットの思想を解明する手がかりを与えてくれる書簡が
収められている｡ パウロ書簡の一つである ｢コリントの信徒への手紙一｣
は, コリントの教会の共同体に宛てられた手紙である｡ この手紙は, 信仰
をめぐってもめている人々を一つにまとめるという目的で書かれている｡
第13章では, ｢たとえ, 預言する賜物を持ち, あらゆる神秘と知識に通じ
ていようとも, たとえ, 山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも,
愛がなければ, 無に等しい｣ (I Corinthian 13 : 2), ｢信仰と, 希望と, 愛,
この三つは, いつまでも残る｡ その中で最も大いなるものは, 愛である｣
(I Corinthian 13 : 13) と語られている｡
エリオットは Daniel Derondaの中で, 当時の人々のユダヤ人に対する
偏見を念頭に置いた上で, 信仰が愛を土台としていなければならないこと
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と公平な見方の必要性を訴えている｡ エリオットは, ユダヤ人の歴史を知
ることにより, ユダヤ人に対する共感を覚え, 最終的にマイラーと結婚す
るデロンダを示す一方で, ユダヤ人とキリスト教徒が無私の愛で交流する
様をも描き出している, と言っていいだろう｡
注
1) Daniel Derondaは, 1876年２月から９月まで８回に分けて月刊で出された｡
最終章が完成したのは, 1876年６月８日である｡
2) George Eliot, Daniel Deronda (London : Everyman, 1999), p. 5. この作品か
らの引用文は, この版により, 引用末尾の括弧にぺージを示す｡ 日本語訳の
部分は, 淀川郁子訳 『ダニエル・デロンダ』 (松籟社) を参考にした｡
3) ウィリアム・ピットは, 父親であるウィリアム・ピットと区別するため小
ピットと呼ばれる｡ 1783年, 24歳でイギリス最年少の首相となり, 1801年に
辞任したが, その後1804年に再び首相となり, 1806年に没するまで首相の職
にあった｡
4) バーバラ・ハーディ (Barbara Hardy) は, ｢ダニエル・デロンダの登場人
物は, 馬, 騎手, 馬車, 支配, 服従のイメージで描かれている｣ と述べてい
る (Hardy 195)｡
5) ユダヤ人は, 選民意識が強く, このことが彼らが伝統や教えを守る原因と
なっている (Wasserman 18)｡ アブラハム (Abraham) は, ユダヤに関する
聖書の系図では, 最初の人間ではないが, 最初のユダヤ人である｡ アブラハ
ムは, 初めて神を発見したと信じられている｡ 彼は, また神の呼びかけに自
発的に答えた (Levine 7980)｡ このことは, 選民意識と密接な関係を持っ
ている｡
ユダヤ教では土曜日に安息日を守っている｡ この日には人々は, 労働を控
える｡ また, 安息日は, ユダヤの民が出エジプトを脱し, シナイ半島にたど
り着いたことを思い出す日でもある｡ ヨン・キプル (Yom Kippur) は, トー
ラー (Torah), あるいは, モーセ五書の中の一つレビ記16章に規程されて
いるユダヤ教の祭日で, 贖罪の日である｡ ユダヤ暦ティシュレ (Tishrei)
の１月10日にあたり, ユダヤ人は, この日に断食をし, 体を洗わず, 油を注
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いで清めず, 皮の履き物をはかず, 結婚に関することを行わない｡
6) ユダヤ教のラビ (Rabi) は, 本来 ｢我が師｣ という意味のヘブライ語であ
る｡ キリスト教の司祭とは異なって, ラビは旧約およびタルムードについて
の学識をそなえ, 共同体の宗教生活の中心になり得る人物である｡ ユダヤ人
一般にとって聖書とタルムード (特にそこに含まれる律法) の学習はよきユ
ダヤ教徒たるための最も重要な要件であった (アーレント 119)｡
7) 1869年の春にドイッチュは, パレスチナを訪れた｡ パレスチナから戻った
後すぐドイッチュは, 癌の症状で悩まされ始めた｡ 彼は, 数回手術を受けた｡
大英博物館での仕事を続けていたにもかかわらず, 彼は, 痛みに耐えるため,
友人から離れていた｡ 1873年４月にドイッチュはアレクサンドリア
(Alexandria : エジプト北部の都市) の病院に移され, そこで５月12日に亡く
なり, ユダヤ人墓地に埋葬された｡ この悲しいできごとは, エリオットが新
しい小説を計画しているときに起きた｡ ハイトは, ｢ドイッチュの記憶は,
死にかかっているモーデカイを通して作品に織りこまれている｣ と指摘して
いる (Haight 470 71)｡
8) エズラは, 紀元前５世紀頃のヘブライの学者｡
9) モーデカイは, この話を後期のミドラッシュ (Midrash) のどこかにある
と思っていると言っている｡ ミドラッシュとは, 古代ユダヤの聖書の注釈書
である｡
10) チャールズ・ディケンズ (Charles Dickens, 181270) は, A Tale of Two
Cities (1859) において, 愛する女性ルーシー・マネット (Lucie Manette)
のためチャールズ・ダーネイ (Charles Darney) の身代わりとなって死んで
いくシドニー・カートン (Sydney Carton) の姿を描き出している｡ この作
品では, キリスト教徒としてのカートンの無償の愛が示されている｡ 付け加
えておくと, ディケンズは, エリオットに A Tale of Two Citiesを献呈して
いた｡ 彼は, エリオットを女性であると推測した最初の人物の一人であり,
彼女のファンであった｡ 1859年７月にエリオットが Adam Bedeをディケン
ズに送ったときアイデンティティを明らかにしたと考えられる｡
11) コミュニティー (community) という言葉は, ｢安心していられる, 分ち
会える場｣ を連想させる一方, 分派的排他性をも連想させる｡ ヘンリ・ナウ
エン (Henri Josef Machiel Nouwen, 193296) は, どのようにコミュニティー
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を作るかということではなく, 与える心をどのように伸ばし, 養い育ててい
くかということの方が重要であると考えている (ナウエン 55)｡ エリオット
は, ナウエンの考える愛他精神の重要性を作品の中で示している｡
12) ユダヤ人が受け入れられるところに Daniel Derondaの特徴がある｡ バー
ナード・マラマッド (Bernard Malamud, 191486) は, The Lady of the Lake
でユダヤ人であることに劣等感を感じるヒーローを描き出している｡ ヘンリー・
R・フリーマン (Henry R. Freeman) は, 元々ヘンリー・レヴィン (Henry
Levin) という名前であったが, 名乗るときは, ヘンリー・R・フリーマン
と言うことにしている｡ 彼は, 美しい女性イザベラ (Isabella) と出会い彼
女を自分のものにしたいと思い, ｢ユダヤ人ではない｣ (Malamud 590) と嘘
を言う｡ その理由は, 彼が ｢だいたいユダヤ人であることでどんな得をした
というのだ｡ 悩みが増え, 蔑まれ, 忌まわしい記憶ができただけだ｣
(Malamud 591) と考えるからである｡ しかし, フリーマンの嘘は, 期待外
れの結果を生んでしまう｡ なぜならば, イザベラは, フリーマンがユダヤ人
であることを期待していたからである｡ 彼女は, ｢あなたとは結婚できない｡
わたしたちはユダヤ人なの｣ (Malamud 596) と言って彼の元を去る｡ この
作品では, ユダヤ人であることに劣等感を感じるがゆえに, ヒーローは悲劇
的結末を受け入れざるを得なくなる｡
ジョージ・オーウェル (George Orwell, 190350) は, エッセイ “Antisemit-
ism in Britain” でイングランドでは, ユダヤ人であるだけで, どもりや生ま
れつきのあざのように, まっさきに無資格者の烙印を押され, ある種の知的
職業にはつけなかったことを指摘している｡ 彼は, ｢海軍の将校にはまずな
れなかったろうし, 陸軍でも ｢格式のある｣ 近衛連隊に入ることはまず無理
だった｣ と述べている｡ さらに, ｢パリック・スクールでは, かならずといっ
ていいほどいじめられた｣ と付け加えている (Orwell 283)｡
一方で, 19世紀のアメリカにおける既製服産業へのユダヤ系の進出は目覚
ましかった｡ 1820年代からその後の何十年間にも渡り, ユダヤ系が活躍する
ニューヨークの既製服業は, 都会人用の出来合いの製品だけでなく, 南部へ
も製品を送っていた｡ それは南部貴族用の上品なものから, きめの粗い奴隷
たちが ｢針のように痛い｣ と不平を言うものまで, さまざまな既製服を扱っ
ていた｡ そればかりか, 布地を縫うミシンもドイツから移住したユダヤ系ア
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イザック・メリット・シンガー (Isaac Merritt Singer, 181175) のシンガー
製ミシンであった (君塚 39)｡
作品
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
: The Spiritual Influence of Deronda
on Gwendolen and His Recognizing Judaism
YOSHIDA Kazuho
Daniel Deronda (1876) is a novel by George Eliot (181980). Daniel
Deronda was issued in eight monthly parts from February to September 1876.
It was the last novel George Eliot completed. It reflects George Eliot’s per-
spective on mid-nineteenth-century English society and culture, rather than
recollections of a Midlands childhood or a reconstructed past world. A vital,
intelligent young woman must choose between selling herself in marriage or
becoming a governess, while a handsome, intelligent young man drifts through
his university education and emerges with only the vaguest sense of purpose
or vocation.
Through a plot involving adoption, illegitimacy, and ambiguities of inheri-
tance, Eliot continued to expose the spurious nature of class distinctions based
on lineal descent. The decaying aristocracy, represented by Grandcourt, is
threatened by the upwardly mobile middle class. The middle class, which
should be political and cultural exemplars to the nations as a whole, are mate-
rially prosperous and spiritual bankrupt. In Daniel Deronda, Eliot challenged
complacent English Christians and Jews to see the ideal strain in Judaism as
a model for preserving a coherent culture and aspiring to a national unity.
In the Victorian age, Jewish people faced the discrimination based on the
feeling of anti-Semitism. Many British people regarded those who stuck to
Judaism as people of paganism and bore bad feelings toward them. In Daniel
Deronda, George Eliot treats Jewish people and Judaism. In 1866, she formed
a friendship with the Jewish scholar Emanuel Deutsch who worked at the
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British Museum, and from whom she took lessons in Hebrew. In Daniel
Deronda, the world of Jewish culture in which Deronda finds his roots, love,
and vocation, is different from that of fashionable circles in which Deronda
meets Gwendolen Harleth. Deronda gets involved with a Jewish brother and
sister and recognizes his identity as a Jewish person. The story has the plot
of the world of Christianity viewed from the world of Judaism. At first the peo-
ple around Deronda expects him to choose a life of elitism as gentleman and
the people around Gwendolen expects her to choose a marriage which guaran-
tees a property and a social status. However, Deronda’s involvement with
Mordecai and Mirah, the Jewish brother and sister, makes him think of his
roots and vocation, and changes his life. The English upper-class world in
which Deronda is raised, and in which he encounters Gwendolen, is shown to
have a spiritual emptiness at its heart in comparison with Jewish culture in
which he finds his roots, his love, and his vocation. Deronda’s critical eyes on
Gwendolen have a great influence on her.
Eliot not only shows us that Gwendolen who regards property and real es-
tate as the most important and gets married to Grancourt, reflects on what she
did and changes her life by the spiritual influence of Daniel, but also shows
how Deronda and Mirah are united by their disinterested love.
